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岐阜県森林組?務事乱 32 く立告患の

論文

岐阜県北部iこおいて2002年款に発生した広葉樹冠雪容の
被害地の分高と被害状況

検井秀一・茂木清和

Dおもribution and state of deciduOl鵬 broad幽leaved tr偶s damag必為y 総ow accretion in 

northern re唱[ion of Gifu prefecfure in autumn，級事2

Shuich� YO張。'1 and Yasukazu MOT蛇KI

岐阜!泉北部で2在日2生五重大に主義主主した議議広葉綴の冠雪警の糠況を識調査をした。被宅守地は岐阜県北部 iこ広く

分布 L，その中でも北線かち昔話警告にかけての綴霊童iこ被言警の発生が多か? t::_。被後形態は梢端や技が折れ

る被害が最も多く，次いで紛þ'fれ主主主撃が多く発生していた。被害警は，コナラ l己売をも多く発生していたα

致命的な被号撃である斡折れや1渡辺語りが発生したところでは笹主主義交の{関体が主義fil:lで被筈を受けていること

がしばしば鋭敏窃れた。これらの冠雪害は， 10Jl下勾から llJlと勾にあった 3 凶の降雪，特に11月になっ

てからの 2 :燃の降綴で罪主役したことが気象重量関心解析からわかった。 ζの雲寺鶏には多くの薄葉広葉樹が

琴獲しており，そのととが主主雪害の誘因になったとえ替えみれた。

キーワード:緩号室主弘 コナラ，落葉広葉樹

1 はじめに

岐隣接議マは2002$ 1 月 iこ発生したス

(淡水ら， 2003) 1<::続き，同年秋ILI主流機詩主主主で幾

多義義樹林lこ冠雪害が発生した。妓卒要素~t議長1:' 1ふ こ

れま1:'にも譲葉広葉樹が冠雲雪携をきをけたことが滋警察さ

れといる。当該地域は広葉樹林が!よく分列するため，

11長滋の殺事事資源Cl)rþで広紫樹が磁波なも愛をおめてい

る。賢三雪害は森称心経滅的価{磁を低下事せ，その美総

を擦なうと関誌寺iこ，林分総長室長素変化事サ， そこに生活

する生生怒るこ後々な信彦警撃を及ぼす。 したがって， 岐阜県

北談の森#管理上，液凝広三業主抵の紙芝議後は考草壁すべき

これまでの総数おに泌する級交i主主に λギ人工林を

対象に行われ， 護士若手くの務f71Jが幸震をきされるとともに冠

雪害発注のメ力的ズムや主主主警を@巡するためのま支持jに

関する成巣が綴られているく商綴， 1977; E )l 1 ら，

lヨ87 ; l当社J ， 1988; 総1ベ 2001 など入その-}j で，

文字以外の昔十終樹人工林 lc 関しては， ヒノキ人工科ゐ

(1級協， 1984 ‘泌総ら， 1992) や海岸のアカマツやタ

口マツ心人工林(松lt，剖)00 ;金子ら， 2000) に

した;設機努が絡を告されているが，報告例 I'á:少ない(お

111 ら， 1告8'11ζ*í:L~\)。これは， スギに上t駁して{闘の

針室長選詰総;立証支き安芸書を受げにくく 〔互í ;1 1 ら， 1987) , 被

1 

機例が少ないためであると考えられるの

広主主樹も冠雪害iζ強いと宿れており (EJl I ら金 i 虫色7)，

実際，広葉樹の冠雪袴 iこ闘するね?をは数料~ (話番森ら，

1986 ; l'吉武ら， 1986; 望者総ら。 1987 ;総 wll ら， 1991; 

言jæ ， ZOOla; 20日lb ;武闘， 2001など〉を数えるのみ

である。これ色お幸1十きでは，滋主義日;淡倒的冠雪害が着

3喜怒 i乙発生したこと(務総ら， 1骨86 ; f武田， 2001)や

形状民(J)おい受導体に卒去がれ絞ミ警が若手いこと(粛藤ら，

19品7 ，災級，徐容1)，絞ø~義母方や村れ葉の巷葉の有

無などの{灘体立)f修まえがき主後手室生と燃係すること〈前回，

2001b) などが紛らかにされているが，広葉樹冠雪警

の実態は十分に高等測されているとはいえないG

不時lこ~'Èする主導気議の研究では，それが交殺した

ときに微生努状総長はむめとした各種の記録吾妻美してお

くことが数~である。そこで，今回発生した務ま義広多量

について，被害地の分布と被害害状況を俗芸議

するための剣道援を行った。本報告は，その結裂ととも

に後三喜多室生時の気象現象を記録 L ， 務潔Il、革案1封の貨建守勢

絞め守守護愛に燃する若干の考察をおったものマある。

I!方法

1 責室雲雪言蓄の援i克言欝釜

巡雪手書の被害調主筆は， 毒支縁遠義~t縫3を対委長線主主として，



主'.乙章争線道路主主いで災1織した〈際 1 )窃語義主主体， 定

行中の銭湯j王室内から被警警の手当無を級委譲し 被毛警5主主主11告

Jえの佼E撃と被寝技ま誌を車中で誌記録するという、で行っ

た。淵査は2紛2年l1fl21~22 辻， 11丹波 [1 ， 12凡 17~

18E にィ?った。

被害者~'é在地足立の後震は含 GPS レシーバー(Garmin

役懇~e.Tr"心安使用して記録した。望書号容が広級長惑にわ

たっと漣続しているi見合は，後去さする被燦燦銭安定な

g安，特徴的な被害形態を機動的な医安として，以下

日〉ぶうに義主主害発投滋点を特1在した。塁塁閲的な核軍専が発

生している主導i廷はそれを独立した被毛寄与を余地点とし

単木喜切な被ミ撃がi車続していると議 i主主要容IF慾に変化が

ちれるたびに，ぞれが胤られないときには数十四 お

きに伎撞争記録し，それぞれ岳被警警告主主総点とした。

後努状況は，冠雪努事EIて地点ごとに担宣言寄樹種と主主客

形態，被実主議長薬害・チェッタシートに記録した。被草野被

緩 I立，総寝室が特定できたものは種務長，誼i事裂が特定で

きなかったものは事選不明として記録し允。被銭形態は

き雲封書折れ・校新れ・火主主主汚れ・斡折才1， .事李総がり鋼板

返りの S 種類 I(総書主化し，紛種ごとに線認可?きた念被

事務翼手態些昔日豊ました。ただい広葉樹別立を誉賞道上部で主

幹がはっきゃしなくなることから，務総祈れと校舎?れ

とを厳密に区分することができなかったひこのため，

主幹線告では湾轡を 括して幾うこと iこするq 被害支援淡

は貌被害警本の散ら}まち方によっで機*綴害・ノト費量[jE後

号室・集団被2警に区分した。主塁本被害は被害警本がヰ院

に散JiI"窓れるもの J]\重量長調被害 l主義主本沿線機でむ若手絞

の被害芸， 3長関も室主警は 10本安綴える主義織でのまとまった

波容とした。

被号察発生向由点と事毒殺ノレー トのえ主義喜 iま， 1溺:t王室波紋の

数鐙ま組関50田メッ ν ュ〈綴i患〉を俊則して「カ己ノミー

ル 3DJ 小若者提示した。本裁を皆で使仰する標高は， それ

によるものである。

2. 気象現象!こ関する鱗報収集

今阪iの銃撃建努 iこ幸司係するき託委主現象を記録するため，

各事震の?官級骨I文集した。気象脱出jデータは祭事支fl

幸長 (CD-HOl'lJ後)J と気象庁めれ'ebサイト (http:// 

WWW.J江はまo.jpJ ， 岐阜Jt主主7気象会 (J) Web ガイト

(http マ//www.tokyゃj rr.a白go.jp/home/百ifu/) から入

手した。過去む実年雪と絞雪の紛紛 1;): ， r毒支ゑ i呆気象 JJ

幸~J マ議露至宝し ftLo 各j舎のを議雪状況に語書する~~滋記事以，

i皮異革新院議の Webサ 4 ト (http 〆/www.jic-gifu.or.jp/ 

np/) で入手した。日本送路公Il!lc凶器災おからは，東

海j仁機El動主幹滋の~fJII インターチェンジ(以簿， jf川

10) と丹u単語主主義イジタ…チェンジ(以降. I詩J'lIC) に

おけるF年後重量と機言建設自主\fJ旋(障を入手した。

滋革委 粟

1 ‘ 読ま密主蓄の綴;兄

被幾多在生地点の分冷却を;ま1- 11こノ訴す。被警警がみふれ

たのは燥の防毒きではの白鳥;JJT)~L rl'書官7!は約三誌やJ以Jt，

P結納では宇u:J Et1以jとの滋i或であった。その地主義では，

被害喜多在住地点がi広範紛に分布した。特仏被害発成JiIl

J誌が多かったのはます象絵i議内む北Eれから西部にかけて

の年主主主であった。

被宅事規主義 iま，単一戸沢被擦が大学セあ勺た会ノj、築関被安

や集段!被害が多かったのは，在宅室塁本すの絞ヶ野周辺，お

Jl I IlIJから神r.rr;1I号にかけての豪主将語十「約i忍と持銭高長周辺，

待問 Iltrの ÙJ;之:村地区であっず。被答書室主主総点、の綴隠i，ネ

単ヌド襲安穫が451~1 ，339m ， 小紫綬!被害が530~g95m.

室長回数字容が645~1 ， 050聞の ili話題であった。

今但l喧〉総主主でE童話震できた省主主寄樹警護は， コナラ， ミズ

ナラ，クリ， ブナ，シラカンノマーヤマハンノキ，サク

ラ芸員，オニグルミ f チノキ，シナノキ，パッコヤナ

ヰ戸であった。こめかで重量も多く被ミ撃が観主謀怠れたのは

コテラであった。また， コナラとク 1) Iま懇談;450託会

の峨点で孝義繍折れや線絞れが然殺していたと災時iこ，

鈴綴察幹付近の事震災1 ，230~1 ， 250m<:も主雪渓したままの

絞が折れており，今回の3畿運設で被言容が1遺言まな?きた準装援者

のほぼ金総臨調で披殺を受けていた。

総持品折れ{義喜 2) とゑ支援れ(図 3) む発生地点

の分:fIïをさ~- 4 に示す。これらは長をも委員淡にみられた

も度安野草撃でe そ必然!t一地点 iまゑ北部lこ広くう〉平ちした。

また， このを主主警は多くの謝意重にみられた。

大:絞折れ(関… 5 ， 6) の5主主主義主点は， t認 ?のよ

うに分:fIïしていた。この後2警は. IIí端折れ・枝折れと

ltべるとゑ余地点は少なかったが， /J、3長問被緩や主義綬l

主主総じっ発!t士11!ぶで多かった。 ζ の主主主警の李主主L総務は，

コナラとクヲが多かった。

持続れ(区| 詰. 告)の多量生機Jねの分衡を察室 -101こ

え泣す。この数震は，梢端医才1 ・幹折れ被害1:次いで機

い級事芝でみられた Q ;また， この被害;主主守護民地域的Jt務

から鋭部品にかけて発生鎖w:がおし小集E裂を主審や線開

後祷でもよくみられた。主主主事樹磁EL コナうが多かっ

た合

事宇i社|がり〈機一 11 ， 12) は，粋折れと苦言じような分

布を当えした(iZ1 13)0 主主主導はコナラでもみられたが.

シラカンノマに多かった。

4説滋りく長義一 14， 15) の分布も，幹事?れと悶総ゼあっ

た(緩-16)。まにこの被害のぎを住地点誌は小薬紛被

緩や室長関被害守あることが多かった。

2-



蓄量一 1 Jj;;言語総需警察([)主義主害発生地点の分議

3車中の実線ば線量量Jvートを示す。

主主主型出納かけは擦ji;500m ごと。

3 



図-2 コナラの梢端折れ (高鷲村) 図ー 3 コナ ラの枝折れ (神岡町)

図- 4 梢指折れ・枝折れの発生地点 凡例は図一 1 に同じ。
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国一 7 大被折れの発生地点、 凡例は図ー 1 に同じ。
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図- 8 コ ナラの斡折れ (宮川村) 図- 9 コナラの斡折れ(上宝村)

図- 10 斡折れの発生地点 凡例は図ー 1 に同じ。
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図-12 コナラの幹曲がり (古川町)

図-13 斡幽がりの発生地点 凡例l立図ー 1 に肩じ。
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図- 14 コナラの繰返り (丹生川村) 図ー 16 コナラの根返りと幹折れ(神岡町)

図-16 根返りの発生地点 凡伊lは図- 1 に閉じ。
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2. 気象現象

(1 ) 気室長め概況

2002年10}J2華日から ll Jj l08 にかけて，岐阜県北郊

では 8 闘の降雪があった。その総撃をを毒長率地方気委長官?

草寺災繁華芸課 (2002a ; 2002b) と l校総割庁長警の絞察 (2002

生五10月 2S8-11Jl!OB) からゑすと以 F白ようになる。

l 巨12 17)隊後 :10月初日 iζ議fJ議議を.{~さったイ眠気院がむ

本海を~tY転機し， 2781こは冬き裂の気圧番記長愛となった。

28B から 29 日にかけては， との時期としては重量い話事費i

(荷量雲もおめPa， -30'(; )2..(‘下〉が流入した。 28tHま冬建1.

の気原書記鐙長会議まり， J1U捧11ll方で j緩や雪が降った。返

りが紅葉していたみ宝村平溺 (1議議約1 ，2号。閉)マ lま

告 H寺 iこ 6 酬の宅資警ぎがあち， この日は終尽き警が雲母り続い

た() ~議室寄付の「ひるがの否認主主ス忠一機J (.Íうゲレンデ

(機溺990泊) !こも品 C仰の篠宮寄金ぎるった。 29 日は冬型め

気l支配慢誌が継緩い ÙJrJJ部では雨やき惑が凝り，声認はiで

は主設さ警と初積雪奇襲認さ議した。 高 l.úの紡穣警は， 1947'年

(10f!25B) に次いで 2 悉EHζ添い記録となった。上

宝村平言語I7)f襲警還は， この aó号事経 iこはi\(g20叩になってい

た。 301ヨには冬裂の気!主問日鐙が緩み，議機:fIIJ方では司君

}立方ま1:'闘が降ったところもあったが，愛護ちとなり，

ffi寄れ際金支出たところもあった。 31 日 I;J:移動性必然授に

機われ， 事霊主主絞れたο

2 Iffì 自の;懲警察 11月 2 日， m智文撃した怨総攻がオホー

ツク海で手話主主し冬~のき説E正義己長還になむ 3 設は冬型の

気圧要設が車道き， μrrlJ総でき i殺や雪が隊つれ。 48 ， 5 

日も各議長ø気圧配霞が議長@， l.ú長男郊では 41ヨは溺や警察，

5 1.1 1ま塗が懸った。 'g川村菅I世話3 ニユコイ大滝周辺では，

4 自に約20聞の君愛ぎ警があった。 Hミの 16雲寺のき設機は，

l::t lll村で22棚，性L草言語7長j裁で12酬であった。災会村角

川の 5 aoぅ1返さ察は，約200穫であった。日日には冬要望必

気圧銃器愛が緩んだが.ÙJ関節では守二言t学を中心lこ緩い

潟、やき援がi懸った。 ðJ11町議内の ζ めとi必号室雪比約15

餓で島勺 7こ。 7 I三は移言語性高気阪に潔われ，苦葬れ

31ヨさの降雪l'(: IlJl 98. 主主交\E去がオホーツタ書道で

発途し冬畿のき託!E~ê置となり，全蕗11こ両信が降り，山長喜

寿喜ではき雪となったところもあった。 10況は移動性高台読

まの議機iζ!'þ い冬妻裂のき議f三重立{創立tJ<~容に緩んだが，山

悶議ßでは午前中安rþ'ù、に溺がF寄った。

i2) 岐阜県総額罪の積雪深

毒支呈主県北部に{立愛する説d終弘行と地域予言語主義総IJ)'f;にお

ける添え下もJ と 11 月の機撃撃さ壊の推移者機… 171乙示言。

積雪機的多少は毒るものの，その数移はいずれの後議d

地点も約l じであった。各縦割u地点における積雪深には

4 闘の明らかなげ…クがあっ 1: 0 1 紅白めど…クは10

月 29B にあり， とのときのま襲警設は少なかっ 2 主主 B

告…

のピークはllR4- 自尽にあや I 3@ 日の\:"ークは11

月 10 ヨに品うった。主義流は 21汲El ø ピークの1機管室砂金支 3 'ill

g より多く，約機とF革命は 3 回目むき棄を撃が 2 悶日より

多かった。日若山では 11)ミ初旬には積雪設がなかった。 4 

関関ø ピークは1Ifl27-288 にみられた。

i潟 181こは. ~決川 :ICと清見ICにおける 11月中旬まで

の 3@1の降雪撃について，裁の!総り鈴めからの総参事降雪

量霊の推移1Ï:ぶした。 10)'128 日米明からの毅JlIlCでの降

警はお湾総ほど，それよちお草寺i習i連れむ書籍ちま主治た?露

見ICでの降雪lilGB寺閣はど続き，議参事務，雪量はどちら

も 10cm綴皮で語らった。 11月 2 臼そをからの雪は新車括的に

主義時限型車り総書，毒薬学李総雪量霊 1;1縦)lI!Cで終40棚， 議兇

ICで約50閣に長悲した。 llJj号扮未明からの唆は争 25-

300寺湖ほど雲尊敬童話き，務!IIICで30臨弱，機以ICで60cm

程度の綴翼手降雪雲量になった。

ま1:.， 11月 2823草寺30分に東海北陸菱自殺車道ひるが

ピスエ 1) 7" において20cm のを資察が言互選議されて17) サ

いる。

事喜一 17 2002年 10月下脅かられ丹における車襲撃雪渓IJ)幾移

i:j1:iffyブI
10γ 理常<'

。

。

喜喜一 18

10 あo 30 40 部臨

終り絡めからの紙i晶絡機{時察}
70 

東海北隣自動車量主主主JI Ii Cと幾騨清見ICにおける

終住総めからの議事事務議議

開

IC名母下町数学[立際緊開始まりの丹/関与時主Lを示す。



3. 生物等皇室存続象

i滋LliiWJ候所で縦波した 2002年秋必然物季節迫 l絞 I~.

イ口ハカエデø義之獲がl1Jj 4 B (5j'綜より 5 Ll 幾~(z)，

青写葉がllFl 26 !è， (注11.，~より8E1遅れ)でおった〈般邸

機方気書記長3訪災業務議集， 2∞2b)。タワ必至高3認は 11月お

fさで， これ\~平年より 13 日退かった〈被阜地11i気象台

;坊災繁務懇. 2002b)。イチ弱ウは裁淡がl1}J 1313 (平

年よち 11 日経れ).語専棄が:lP119 日(半年より 41H霊

れ〉であフたく絞毛主総方気象台義者災業務線， 20号2b)c

また，革委JII校六l正(名義滋 I ，OOOm) における A器禁jぷ

議室長若の言毒薬時期(擬覧室内の50%以上の蒸がJ1Vù議するか

変fちしたとき〉は. lO)J 仁1' 1lJから下旬の 158僚塁手淡必

期間 ~L建造 ÞL ， ゴナうは最も議~~雲時期が淡い緩欝で了あ

る (Jj\ゑÚJ昏 199ぬととが殺を託されている。

4. 過去の罪李登器・積雪の綴 B と広主義縦貫主嘗警との関係

長誌の議選候所で!íJ!減し た総数と担'J~査そ警の造語七i の俄1容を

霊童 i習に泌す。 1言語2-2002仔"において，初燃の変動主主

34EI. 主主義語録的変動は44臼きあった。この21年間で初

主幹が終に早かったのは，ぬ82年. 19かi 年， !988fT', 

19前年. 2002均三明t!， 2002年が特異在宅;こ早かったわけで

は江かった。これに対し拡綴後が早かった年は， 1983 

年， 198君主1\ 1995ff. 20告2年で，そのrjJでも 2002年の

さは署長立っていた。また，初警雪の尽さ c 初段ミ議'65E言

さは必ずしも…選立するわりではなかった。

芸量殺の一人は， 19品8年に務Ji!.村&.1誌でコナラやクり

にさ支Jlftl や}枠折れが発生したことを， 1995年11月に

ù.1i甘や丹生川村で1 ナうの技折れや幹世iがりが発生し

たことを義霊祭している。 i潟年とも許認1幻滅室長所において

窃いき立翁雪を鮫測した年であった〈隊… 1吉)0 1急務主手

iま， lOFl 2告白に究官繍u出方て号室雪がi務~. 主主)11 :1<1沢潔では

30日にお燃の積雪与を発見調ましている(蚊主総ヌヲ気象台，

1988)。お95停は， 11)J 2 日に飛機長生コぎの一部 IC:数舗

の綴努があわ， 呂臼夜から 9 B!とかげて飛騨員長ヌゴ安中

心lこ 10-30訟の機雲母が皐った(岐皐地議長会， 1百95)。

IV 考察

10月下旬から llfJ '*'絡にかけて 3æ立の降積雪があり，

終に 2 閲 EJ と 3 絞mの降雪f撃が多かった。ただい

笈*iiJZ差遣の者!などから! J暴言号によってはl[対日の怖さ身

長設もまとまった盤であったと推壁持者れる。とれらむi海

;丸時期以3に早かったこ止にきuえ g その援が多かっ

たことに特徴がある。また， ζ の期防jの主義議設はこの i時

jlJlとしては低かったものの，キH闘の気遂と比べれば謀議

かった。したがって， ζ れらの後警察で簿った溺はかな

1) øj!M雪で語るったと推定される。

10/16 

10126 

11/05 

尽 11/15
町

11125 

12/05 

121時

1981 1984 持81 19加 1993 19部開99 開捜

喜重月審[年〉

関ー 1型 選結 ilt翠l候所における初号警と紛積雪の議室拐の極務

話器丸i式*n雲， 長義克， 1正初積E望者芸品1言。

ーフ民主主雪警告ぎをけた言~J露広葉樹は， にの 3 澄iの降

雰￠あった時期には綴滋の潟いところでは車工主義した淡

祭雨ょの主義いところでは緑望書をつけており， その総

長誌は翁雪しやすい状態であった。こうしたが;必…ドマま

とまった景の昔~潟'が持ったととが，今総ø冠議機をも

た込したとみることができる。 3 [[11の簿綴と冠雪幾多幸

俊このま下総な潟係は不明であるが，積繋去最ふ込考える

と 2ITヨt=Iと 3 削目の降警察で冠雪警が発生した iiJ能性が

長選い。調査対委夜主主主義の主張詩Ilでは， tlJ総額手長崎"Eの綴雪

量が 2 阪i 自に卒きに多いことから 2 開閉め降雪で覧請童書

擦が祭主主したと培える。これに対 L，言語 11rや神南では

3 1ill EJ の常議機が多いことから， とれもの剣ilHI1主主では

3 仮!日の降雪還によって泌綴号訴さ祭主主した可守険金繍い。

今安当分主主蛋'Z警は， 1宮86球 10月下旬のj主薬会登(合成ら，

1986) や 19980:ド 11月中旬の新潟!長(試日時. 2001) で多主

役した謀容淡広三室療の浴室許害が議議選i舗に発生したのと問

機の現象でおる。 したがって，ま寄3曜は紫雲雲iぶ議議樹が校

三雪3撃を受ける謀長持øーワぜあるといえるひまた，芸喜三室

Eζ薬事討が着薬していると惑のj線三雪は rl'~iJ倒的;己主量壌であ

り， 乙むことも託宣'1!{雪擦が発主主しやすくなる務長号である

と考える。

務葉と j道官誇を容の言者係では， 言言 RI (2∞1b) が滋蒸し

ているクヌギがめれま霊がついているクヌギよむも主主轡

需をさまけにくいことを報告している。また j 3J車線ら

(198'1)は，主主雪警を警告けなかった広三喜樹 l;l:t良が少な

かったために隊雲の搬出限謀容が{ß;かったのでおろうと挽

主主している。 198ßfド 3 Ji Ø東京都にお iよる巡望警はシ

ラ克シとクヌギに発竺 L. ケ桜子ょこは発生しなかった

{藤森ら， 1986)0 1哲綴樹でおるシラカシと滋泰樹であ

りながらお2iれ簸を怒としにくいクヌギi二支霊祭宗寺が発生

したことには，務薬と覧迫撃寄答発伎のお害保がうかがえ察

味線い。

たt:い鳥取燃では19宮5年 1 月中勾;こケヤキ(高菌剤

ら， 2001a) や落幾しているクヌギ(!lü既l ら. 2001前

10-



にも冠雪ミ撃が発主主している。このことは，着獲が丘、袋

詰j，ほ潟擦のæ，、筆書糸{すではないことを示唆している。

次Iこ，今閲ω泊53露J1~m樹のm~雪害がこれまマさにない

線機になった遣を闘を考察する。最も大きな主要因 iふ際

慾<D~1i騰がか勺たとととその量が多かったととであ

ると考えてよい。これらに加え， 2002'f:の溶液G以降j句

会愛媛かったことも妥悶の一つであると考える。 2002年

i主総務i簿類が平年より遅かったため.際燃があった11

JgJこを立に言葉葉広三章者話会主著楽していた地域はそれぞれの

機意義で繁主義む年よち言霊祭主芸竣にまでぶがっていたと十陸

後吉れるc 終;こコナラとクザはもともと{憾の務否定広葉

樹lこ述べて諮業柊l暑が遂い主義事選であち包 意義存者 1 ，250 間

付近守護葉したままの金支が紛れていたことからみて，

その時期， この 2 緩は分布江主の火~去でま審議していた可

能性が高い。コナラとクりはどちるも分殺が広く，持

iこコナラは側体数も多いことから， この 2 き量が!五い緩

高範1mで惹獲した ζ とが4政務会科区じり士見撲を大きくした

ので請うろう 3

1988匁と 1寺普吾主ねこ 1成麻l終冷静括的方で発生した落葉広

薬事態。う覧室号還を警も，さ時主手め初綴雪が例年より早かったと

とやコナラとタりにも誕祭が発生したことから.今関と

衛生霊 iこ護費支室絞め襲撃号警によって発生したと考えられるひ

したがって， 11言語草主義;方ではこうした冠雪警が1988年以

降 7 年おきにぎ窓生していることがわかる。こ 6りことは，

被議定見事典考会 r"1t>なければ， 落葉豆、薬事替の責王室雪ミ警はそれ

ほど物線な濁毒患ではないことを示しているG

1988爪 1995年， 2002年ともコナラに淡を撃がき善かっ

たのは，新潟県におげる冠雪害(試8]， 2001)と [iiJl二

った。したがって， コナうは気怒号警告さ愛 It 'Þすい

紛綴である t いえる。このこと 1こ ii ， コナうが迫害畿の

縫い樹事重であることが影響しているとi替えるθ しかし.

今後必殺査に限っていえば，議i重量 Jレート治い <'1ままに

コナうが優占 Lていたことや紛繊の半IJ別告主任行中の車

内から行ったことが原E認で笹コナラがf血の樹種よりも

軍基制しやすかったためにその被薬害が級友った可能闘が

ある。したがって，絞警察をきと綴手遣の関係を論じるため

にはさらに議定資を察する。

被害形態lこ校事í'h点三若手かったのは， 要事長義ら (1協の

や前回 (200la) と|待機守義内たG 校新れや務総折れli，

若葉景が減少することマチ 11寺院に成長蒙め伝子を緩く

oJ鋭校がある。しかし，それは致命~Jなものではなし

また舎それによる綴滅的な鎖失も少ないと考える。

これに対して， ~時折れや斡曲がり，椴返りは致命的

であると閥均iこ， *子終怜制"j直を損ねる被警である。

E方的議官去を<'紛紛れが言語華道援でみられ， また， 斡1fihや

綴i長務会51]、3義務や象E廷で発生することが多かったとと

It, r.伝言案j援でも終分寺警造を大きく変化させたり，縦約

がJ!銭タょを子百いたりする冠雪害が発生すること

いる。 長造綴燃でも 1978年 l 月に冠雪祭による

者討の宇寺駅れと板返りが局所的に~Ì'.じており (お9 10 ふ
1980)，これきの被害形態は特別なものではない。し

たがって，スギなどとI'i:じく滋主義広3器輸jにおいても，

このようなき安芸彩芝撃の送受設裂は滋林張緩l却するよで無

授をきない。

大枝折れは，事卒後げが終うことがある q そうでない

場合でも被害談後が紛に近いま懇話寺1:!，かっその直径が

大きいことから，敏幸等告をに事李;こ革語れが入ることが懸念

される。したがって，大総務れは終笈の劣化を招く危

険性が高い被害警であるとえ考えるやまた，大毛主主売れでは

着葉量の減少が大惑いことから，成長重量の低下が大き

しその継主主地i闘も後くなる <:t監察する。

五喜三喜広三察機<'も宇~t斤れなとの致命的な被害は形状土色

(1)長室い告運休 iこ しやすい(熊藤ら， 1987; 武 E丸

2001入手/ラカンノてでは今阪の結果と閉じように草寺織

がち滋言容がさ答しそれは形状比の高い林分で主義閥的に

したことが幸長生きされている (総関ら， 1991) , ，主

主主主主 (1約やはき霊童三雪地帯のブナニ二次林で i丸 nn 
{えがそ昇長選れで事討議にま守する校下怠の比率が務しく主義い

:j;Í'分 iま蕊雪害警の危主主が大きいとま議j議しているの地主務長話

北部 iこは薪炭林が放遣された言審議長長選童話詰:二次鉢が丘;く

分布している。これらは一斉に受給した{線終でき誇主主さ

れるため，過密になりやすし校がおれ上がった者岩波

の小さい個体が生じやすい。 特に約一樹主壊が後点する

コナラメキやミズナラ林でその傾向が総いと祭主題される。

今主主の冠雪害による幹主rrれや4見返りの発放には，こむ

ことが関係している湾総伎がある。似体の*;状と被害

形態の言者僚を空母らかにし，主説3警により主主命的な冠雪害

を回避することが守きるかどうか豊後討していく必要

がある。

蓄量 望書

門主|記長frlltfB交問中総支社事長全量器保全第二課iこは参議室努

去最 iこ闘する資料を燦燃していただいた。また，後建主i祭

森林和}小町f手記百行の巾 JlM長率主任研究員には議善策の き[，

に協1) していただいた。ここに記して，鋭意を議長する。

なお，本設議室援は農林水産省の補助試験「多毛筆な謀

総事事の予李成・饗聖Ht支持?の開発j で実絡したもの予がある。
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河合地域気象観Jlj援における 2号車2年 10月下旬から

11月上旬の気象

話翼線iま最高気;品鰯lI!線iま議後気混盆 コ主実線 i諸問事

氷ゑ棒i立積雪深桂糸す。

付星空 2 

;t;繁華最 Iま降

筒山測候所における災後年初丹下旬から 11月上紛

の気象

点線信最高気話量，締実線1ま最低気芸誌

本主義a 事事鋭意義E雪深告示す。
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á)11長喪主義気象観測所にお 11 る 2002符泌I'l下旬から

11舟上初出気象

点主義i立議選主主義混 事霊安線{式費量低気i星。 太実ま震は襲撃

氷室藍， 棒iま猿警2震を示す。

付図 4 幸待機諮綾気象観測所における2002年101寺下紛から

11J事上鍔母気象

点線1;1議蒸気i品刻銘線lま最低気混.:Iz害義主事 1<1事草

木量， 椋桔君襲警雪雲撃を王去す。
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栃露地滋然重量級車'1郊における 2002年 10月下怒かち

11月上旬の気象

点線は離官話気詰誌 翻案豪華法最後重電話器 I

3主養護を王手す。

持関 6 

13 … 

太lI!織は争奪

主義湾総主義気象緩i!~援における 2002年 10!l下努から

11月上旬の気象

!点線 1;1最高気J鼠縦突議案1蓮華襲低気温，

本書量， 捧iま積勢i軍告主主す。
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Eま之前地主義気象童話測所にお 11 る 2002彰 10月下鶴か

ら 1 1)司よ勾の気象

点事事 iま章受高気話器， 事罰築事事 1立最低気温，

主主重量を恭す。

:t~産線は降

付臨調… 8

太線線iま雲寺

大阪地域気象観測所における 21語2苦手 lQ月下街から

11丹よ勾の気象
点線i誼綴禽気議員，制実毒事f立費量低銭湯.

1):重量をff.:す。
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下旬から 11月上旬ø罪革本議
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岐阜察森林銃弾f孝弘 32 (20誌の

論文

東灘地域に分布するシデコブシの遺伝的多様性

やぬ3農家・坂井三経過

Genetic diversity of Mllgnο，Jill θtell11tll (Magnoliaceae) , distribu鈴d in T問。 region

主主iyuki NAKA日日IMA and Yoshimichi SAKAI 

主言語草池域のゾデコブシ患は，三答えの小集団が集まって巨大なうを手計百五帯電接持つ重量綾な以遠である。

本研究では，来設襲?主主義にうまおするシヂコブシの集団内および集間関の淡鋭的多綴1投与を隣らか 4こするため，

14集団を対象{こ， 5 毒事主義10議遺伝子機長ケ滋いてアロザイム解析長行ったο その高官製， すべて申薬密におい

て，集団内に保有される通話公的事変要望援は， I患の主主総で算出されてきた地機関有綴の平均よちも高かった。

このことから東話器地域のシヂニコブシが言語い主義E室内変異再任事長手持していることが切らかとなった。 さらに，

集Bll閣の遺伝距雛に総づいてダンドヨグラムを{守主えしたところ， 3 つめクラスターに分かれ， IIIH車約に

i立い位号室関係にあるま長B!:l l司士がi可ーヲラスターに援する綴I1;Jが隊長れたG …方で，対立遺伝子の分布パ

ターンは築関によって機々であり，独自の遺伝的多様性安李基準ぎしていることがわかった。

キ…り…ド:シデコブシ，東濃地域，遺伝的多様後，アロザイム分析，遺伝季語造

1 はじめに シヂコブシの分布が線られているのは，ふつめt護霊童

欲的特併と関係しているためと考えられ‘亡いるく総本

シデコブシを守る会 19泌，遺言法 2001)。このうち一

つは，砂採層の聞に yルト騒が~まれずみ狭量撃で援なっ

た地層であり，もう aつは市役j緩やtj1lì騰でできてい

る llJ裾の亘書吉層上に，ií)j滋した務総が1詑綴した地i警で

遣うる。いずれのまìll鎚条件も.五番7](!綴と不淡水j畿を併せ

持っているたきう， こおようなj議所で i立主主栄養な水に i腐

養された小議員殺がき多くぷ殺している。シデコブγ は，

シヂコブシ (Magnolia stel1aía) は茶葉J及本数の

モクレンf!j車道物で， 伊勢湾を耳立ち堅守J主主線三正義委総き警に

のみ分布する地域矧有種である。iiÎ梓，滋養義実主3支やさ主

総長主総. ゴノレ 7 場開発により，多くのシヂコブシがI'l

復員長め消滅とともに絶滅の危機にさらさ予れていること

から，シデコブシは絶滅危恨 E 妻震に分刻されている

〈意義淡11' 2000)。

題審議 :YTコブシ分布域
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とのような地質 iこ冷うようにして分布しているため.

独特な分布となっピいる。こ白うち，護霊祭半島と

県のジデコブシ分布域 li ，峻王手!I主主主主義i甜滅から土壇緩喜ち

に大きく綴れていて，集長選要望が少ないのに対 L. 予言語量

発主主主は砂磁憾の小湿地君撃が主義統的に分布おい これと震

なるようにしてたくさんのシヂコブシ集泌が沢や小湿

鳩の主導頬そ工事伎として分布している。 ζ のため，事室長選

地主主;こはま長Ilfがi車統的 iζ分布したê:火なシデコブシ自

生総務が草子在していると考えられる。

東濃地主義'1Hノデコプシ民地は，多くの然長引が集まっ

て大きな分布立証獲を持つというえで. j-也の分布域では

lJi!られないようは資重な怠主主滋《なっている。またー

室長関内および集閲燃においては，イ闘体どうしの後脅さや，

送粉や綴子費支布をi還した滋伝子のうど主義によって，波紋

した築関安維持するための議反約機是主治安保たれている

と考えちれる。したがってe 室長邸内および線級殺の遺

伝約多綴性や滋伝的な話題{係長時月らかにすることは， こ

の織滅の三ノデコブシ安保全していくためのさまな減礎

資料となると主主われる。

そと守本容?究では，主経話器望書主主iこ分布するシデコブシ

14集長話を対象にアロザイム毒事析を行い，夜祭主聖域のシ

デコブシ集長羽の遺伝ぷi多機険金調べた。

日 材料および方法

上綴3聖地および鉄総材料

調査土佐 lふ系議書池i袋 lこ分兆する γ ヂコブ ν14:!14IT!I 

(“妓" .. /J、;g，佼!ヘ 飾北熔ヘ n久尻ぺ “時i5との主集。\

“支議後\ “政議定ヘ “武立主'ヘ "{業平" “亀ヶ苦ミヘ “会話耳

主主ヘ “をき屋堂"， “子襲撃ヘ “過ぎオてつを選定し?と 〈長期

1，淡一 1)0 20事ji手お示び2ω2主記 4 JJ Iこ， 各主韓関に

おいて Vダコフーγ5 ~27個体の関ミ主総体考合計214綴

体をサンヅルネ;として;嬰まさいこれらの似体から冬3;1

宅金凝集した。係耳更した冬努i主総事?に fjj いるまで お℃

7:係存したの

2 , ~霊童方法

各j選{体から採取した冬苦手約50昭告主主体警察家で淡締役，

乳鉢をj背いてパウダ一枚になるまでよくすりつぶした。

これに|司激的ポ)，1 どニ jレピ口ワドンを主uえた後，抽出

パヅアア司〈統括立ー O.lM ~り人 10mM KCl, 10出M

MgCl" lmM ED'I'A，号、1吊M NAD , O.1mM NAD 

P. 0.4% (v/v)ふメルカプトエタノーノレ.2mM ジチ

オスレイト… )v ， 30% (v/v) グぢセザン，言% (v/v) 

PVP40) をき設えてよく機1'4としたG 乙れそ 12000rpm ，

品℃でぬ分間主義心 L ， .1護芝み主主告酵素i曲 tb主主として邸

時立した。

アロザイム総事?には， γ クI_) _Jしアミドゲノレ主量級綴気

泳動主記者をF語いたG 画事絞れhi主波{立アヲザ Jレアミドゲんに

1 レーンあたり 10μlずつ没入 L. 4 "0. 15mAfen1定、

120分罪聖堂[嵐官惑気泳言語を行なった。解釈にはe アんつ…

JI>)滋水素勝然 (AI混入ジアホラ ゼ〈ジIA)，エス

テラーゼ総合的場 アスパラギン護費7 ミノ紙移毒事案

(GOT) , P イシンアミノベブチダーゼ (LAP) (}) 5 

要事言葉を潟いた。軍事室長事長jl\，/;I，は津村ら(1紛争〉の方検 i己

従うた。益金伝子霊長および対JJ遺伝子 i主義詳く泳動された

臓に，それぞ、れし 2 ， 3 およびa. b. c t:命名した。

義一 1 各集長自内iこを豪華号される滋伝的変異議

集団 N n p A A , H. H, 
1 娘 300 27 60.0 1.7 1.25 0.115 0.146 
2 小16 E1! 300 13 60.0 2.0 1.34 0.179 0.223 
3~主ま襲 6420 25 70.0 1.9 1.24 司.132 0.156 
Hλ習t 6340 20 60.0 1,9 1,31 。‘ 145 0.187 
5 陶史の総 600 19 容なO 1,7 守、2嘗 0.174 0,166 
自瑞浪 215 T 事 70.0 1器 1.23 0.153 0,166 
7ï王家 130 守合 80,0 2,1 1.48 0.220 。‘280
S 絞殺 135 10 60.0 1,9 1,48 0.270 な2悲2
告書黄王手 50 20 80,0 2.0 1,36 0.215 0,212 
10 普通ヶ沢 215 自 50，白 1.5 1,45 0.222 。掴248

11 会所沢 70 5 40,0 1.5 1,14 0.120 0 ,116 
12 岩態宣量 150 10 50,0 1,6 1.29 0.157 0 ,176 
13 子努 4∞ 10 70,0 1,7 1.23 む‘ 140 o‘180 
14 麓本 120 17 80,0 2.1 1.35 0.200 0,229 
平均 63,6 1,8 1,32 0.174 0,195 

N: 鍛~株数， n: 総事事費量 ， p 多喜量的濃伝手療の翻合 A: 滋t設予感あたりの対立遺伝子数
Ae:;際費害対立遺伝子数. H ， へ手ロ緩会Ii:観察鰻.He:: へ予沼健合目配期待獲
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重量一 2 ~義務濁思i費総ié様。

婚 '許容æ 北線 弘税 調輩出議 理事務
緩
Il'>ß怒 自抵当E
北鱗 a∞7 0.016 
弘主主 0.010 。詰14 。ぽl2
軍属音色由主 0.014 0.021 0.006 註 012

瑞浪 0.019 柱。却 。∞e 在滋18 。.004

I総Ei重軍量 0.025 立021 0.015 0.019 0.013 0.019 
0.0胡 0.02診 0.035 0.046 号車ZJ 日4桝4

検字 0.0部 且073 0.044 0.0梢 。俗語 自 ωe

亀ケ沢 0.049 告自唱 む.031 0.037 0.024 0.028 
会務沢 立.038 0.0お 0.026 0.026 。自23 岳部2

草壁塗袋 0.031 。白色 在日22 色 033 邑α27 0.033 

平重野iE 0.054 0.070 0.029 0.029 0.026 む 015
立038 G 合51 O.註20 0.020 0.0宮2 0.011 

3. 統計解釈

それぞれの主主回において繰られた遺伝子当泣かち，

POPGENE package v師、拙on 1.31 (Yeh et al. 19号事〉

を照いと. 5 つめ去費{公的統計室経(多双~号遺伝子遂の露目

会(め，…d主遺伝子機応たりの対立滋伝子数 (A) ， 有

効対立諸君伝子委主 (A.) ， へテロ主義ぞき度量建築値 (H.) ， へ

子口車産合皇室泌総値(1-0) をま事録した。これらの植は，

集閥的;己保利さ札る遺書伝的還を巽の大きさ告王室し，数値

が手当い{丞ど遺{ぷ的変異も火きいことを責辞す。

また，集閉経芸品主義む(1'1な関係をま義笈するために.

N耽(197.続的遺伝際総D帳簿巡した。こ必f由は謀5週

間の透f系的主筆災ø大きさを表 L，官室が大きい?まど集闘

がi蜜fえう守にかけ費量れといることを示す。この遺伝寝転織

をもとに，どPGMA法を約い、てff.主主した。

iE重量 iit董 機平 亀ヶ沢 金奈茨 岩屋2量 干EF

日，∞7

0.042 阜現闇

O.筏l5 0.006 。ι046
白磁S 0.101 0.047 0.078 
。。柑 0.0悌 0.062 目。70 0.032 
0.052 0.0桝 0.010 告白52 告 019 0.047 
0.037 0.064 0.016 0.036 0.02君 0.042 告凶2

1語 絡梁および考襲撃

1. ~奪回内 1こ{保有される送還伝的繁華亀雪量

解析に滋いたお幾重量からは， 10遺伝子主主 (Adh-l ，

Adl1.2, DiB-l. Dia-2, Est, Oot-l, 00t-2 , Oot-3 , 
Lap-l, 1Æp-2) が検出され，すべての淡伝子機にお

いて少なくとも 1 集協を多裂か溜め込れた。謙一 1 !ム

各主義関手守 iこ事長手まされる遺伝的変異議誌を表した。多若草約

通量級子~の筈i 会P!;!'，会員持者己で40%であったがそれ以

外の築震jは50~80%で，平均は63.6% となった。一議

伝子機あたち必対立淡伝子数Aおよび有効対立遺伝子

数A，{立，可思均がそれぞれ1.8 (1.5~2.l)， 1.32 (1.l4~ 

1.48) でおった。また，ヘテ日後会rn:縦祭{鹿沼ム1-'1]鈴

傾H.I手，平均がそれぞれO.l?4 (0 .1 15~札270) ，阜、195

{立 116-札280) であった。集約ごとで滋i量的君主翼塁

長見ると， S4言説災"の築fiJ] tま， ヘテロ接合際空皇室芸倣

以外は金主撃さ援の'*'で後も低い号室をt泣い “iE君主ヘ ペ弐

1 姫

2 小者自

3. 北緯

4. 久氏

5 陶5在の森

容a 理費漉

7 正古車

10 重量ヶ沢

弘霊堂主主

程表E盟主量

9. 機'"

13. 干野

14. ï喜本

0.1 違ゑ援墜D

11. 会所沢

0.0 

主語 2 銭務総括話量級的な襲毒事長
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童書中の数字 I;l:J鹿隠No.を議すけゾ搬"， 2・1、名義語へ 3 “北蝋"， 4;"Þ.t完"， 5: “陶製の蘇て 6; “議主義"
L 

図 3 2 ;l;童話総選ま王子!\I! (Es乙 L8p-のにおける対11濃伝子的分布

並"の祭燃は遺伝的統詰11畿が主主の事長f>lJ よりも高い緩災

iこるった。

アロザイム分析によるさ道物のき~Cll遺伝級事?は数多く

行なわれてきている。 Hamrìck 削減 Godt (1司自のは，

櫛物執委を徒主主?問将校，出遅刻側'1ζ分類して，主主公

約統計数の平均傾吾妻客おしている。これによると香織

波留予言華社の滋伝約棄発言 i緩め平均侍記長ふ A= L39, 

A,= 1.09, 1込山0.063) は与分布のJ.tい君童心不均値 (p叫

43.0, A = 1.72, A.= 1.23, fI， =0.15号〉に比べて低い

のが終畿であ ， t，こ。今思得されたシデコブシ3ぶ慢のP

-およびH.I主，すべての主義溜において縦波監Itr緩め浮上主j

f鐙よりも i弱い倍長ぶした。また，“主義"，“北長U" , 

所沢"の 3~義濁を徐くすべての築関 I~ おいてHeは分織

の広い綴のsp.均航よりも否認かった。これらの結果法曹

シデコブシは地核国有毒重であるにも拘わらず，土IÞ筑間

存草案の平均令書よちも非常に高い淡伝言きま主lìt:!遺骨ぶして

いた。このことから，東畿地主主の iノダコブ γが綴句、主義

国内後災を係有していることが考えられたb

集lï!Iサイズ(集極内の長選徐数)は~長湾内 (j)遺伝的

変災遺を i単つよで三重要つぎあると考えられている

(Templeton et al. 1990)0 :!I! I溌サイズと激{廷がj変繁

E誌との療にl\\られる夜窓な廷のキヨ隠れま，集i司サイコてが

小さければ小さい iまど室長級内出土意似白井J変異がJれきくな

る年líwlを示している (van Treuren et aL 1991 ;氏削

jmann et ,,1. 1994)。しかしながら，今測の調査では

"~Ulli"や“久民"のようなサイズの大きい然!ま11γ武室長"

令“iE家"などのサイズ<v小さい集団に比べて2 澄{云

íl';義友銀支設が!!I:いという結果が斜られ.集íiJ:Iサイズと i量

伝的還を5襲撃設との綴，;::HJJ陣裂な傾向は宛られなかった。こ

のことから，東護地域の 5〆デコブシ後閲内の遺伝約還を

費えま遣が，築関サイズ I(依存していない湾総役会玉有名えら

ht.二 Q

2 , j義務織の遺伝的な関係

祭fitJ長約の遺伝距衛fl.D lふ告白 ~2-0.101 jまでの畿をと

り，平均 lまo.lmで，う}イじめ絞度 iま・;、さい綴 j匂にあっ

た(表 2)己主喪主長距離が賞受も小さかった的は，“;IU団"一

“久氏ヘ敏子聖子" "的木"で，安委も大きかったのは，

“会 pJiiR"ぜあった。この員室伝距磁をともとに

デンドログラムをf学長支したと乙ろ，大きく 3 つのクラ

スタ{に分かれ，音量滅的にi丘い佼養護関係にあるま長関係

土がi首;…クラスターに!認する室長;句会主Fきられた(翠 心。

々に，多ill.\'ì，市Ii:位置する 2~長国 ("9~n. 守、名湿っ，

:土絞市に位箇する 3 室長路{“ ltx閉ぺ “久長もに “院議史の

縫っおよび窓jJ~nHこちt援する 3淡浅い正家ヘ“総ヶ

沢ヘ“訴え絞っ?ふ必然にiliい遺伝長官総係にあること

を示していた。一方，“I龍平ヘ“会所 iT~" t “若E量殺ぺ

“子i守η， “自当水"の 5~義務はf患の集l引によもぺて大きく

う?化している{議伐を表していた。

解析に震いた日隣家10遺伝子綴のうち舎銀協ごとで

もっとも特徴的な縦約がl\\られた 2 滋伝子主主 (Est，

Lllv2J の対立遺伝子治分市を集ぼ1:: とでき量したのが

窪1- 3 であるの Estよ蜜公子医長てーは乱と b<V…つの対立長遺

伝子が検i:l:I窓れた。この女仁王主主義伝子O)j長ぼiごとでの分

布を見ると，“jJijぺ“成立立ヘ “芸員ヶ沢"の 3 ~長 fillでは

だ宏、法伝子aが検 fおきれず，対立縫伝子もお級定が完
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了していることを表していた。己れら 3 集団の近隣に

位置する集団では，対立遺伝子aの分布が認められた

が，頻度は非常に低かった。 方，“横平"“会所沢"

“岩屋堂"“子野"“市木"の 5 集団は，他の 9 集団

に比べて対立遺伝子aの割合が多い傾向にあった。こ

のことが，これら 5 集団が他の集団から大きく分化し

ていることを反映していることが考えられた。

一方， Lap-2遺伝子座では a~eまでの五つの対立

遺伝子が検出された。これらのうち，対立遺伝子cと d

が他の 3 つの対立遺伝子に比べて高い割合で分布して

いるのが，多くの集団で共通して見られた。“姫"と

“小名目"は，対立遺伝子cが検出されなかったという

点において特異的であった。また，“北畑"と“久尻"

“陶史の森"と“瑞浪"は対立遺伝子の分布パターンが

類似していた。これらのことから， Lap-2遺伝子座は，

デンドログラム上での両者の関係を反映している可能

性が考えられた(図 2 )。一方，“正家"“亀ヶ沢"，

“武並"の 3 集団は，他の11集団に比べて対立遺伝子C

の割合が大きい傾向にあった。このことが，これら 3

集団が遺伝的に近い関係を持って，他の集団とは別の

クラスタ を形成していることに反映していると考え

られた。

これらのことから ， Est遺伝子陸の対立遺伝子aお

よびLap-2遥伝子座の対立遺伝子Cの分布ノマターンは，

|羽 2 で示された集団のクラスター構造に大きく反映

していると考えられた。しかし 5 つの対立遺伝子が

検出されたLap-2遺伝子座では，対立遺伝子の分布パ

ターンは様々であった。“苗木"は近隣に位置する“会

所沢"“子野"と比較すると，検出された対立遺伝子

の数が多い点で際立つていた。また，“正家"と“武並"

では，他の集団では検出されなかった集団特異的な対

立遺伝子が検出されている(“正家 " 00ιla， Got-3 

a “武並"・ Lap-2e)。これらのことは，遺伝距離の

大きさにはほとんど影響しないと思われる。しかし，

集固によっては独自の遺伝的多様性を保有しているこ

とが考えられた。

IV まとめ

本研究により，東濃地域に分布するシデコブシ集団

の遺伝的多様性を明らかにすることができた。今回の

結果は，己の地域の γデコブシ集団が非常に高い遺伝

的変異を保有していることを示していた。また，集団

聞の遺伝的な関係は，地理的な位置関係に沿ったパター

ンを示した。しかし，遺伝子廃によっては対立遺伝子

の分布パターンが集団ごとで異なることから，集団が

持つ遺伝的多様性の独自制は無視できないと思われる。

シデコブシは絶滅が危倶されている地域固有種であ

るが，東濃地域は他のシデコブシ分布域に比代て個体

数や集団数が多いため，保全対策が遅れていた。本研

究の結巣は，今後のシデコブシ保全を図るための重要

な示唆を与えている。また， シデコブシはその生育環

境が独特であることから，生育地の地形的・地質的要

因と絡めて遺伝的構造を考察し，適切な保全策を組み

立て;ていく必要があると思われる。
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資料

下呂実験林のスギ捕し木林分における
冠雪害の発生状況と立木密度の関係

茂木靖和・横井秀一・渡遺仁志

キーワード 冠雪害，立木密度，スギ，挿し木林，間伐，林分構造，イトシロスギ

I はじめに

2002年 1 月上旬の降雪により，岐阜県下の美濃北部

と飛騨南部の普段比較的雪の少ない地域で冠雪害が発

生した。

当所の固定試験地がある下目実験林のスギ林におい

ても，冠雪害が発生した。下呂実験林には，立木密度，

品種，立地などの条件を変えた試験区が設定され，植

栽時からの調査履歴が蓄積されている。冠雪害に関す

る調査・研究は被害地に新規の調査地を設けて実施す

るのが普通で，植栽時からの調査履歴がある回定試験

地での調査事例は極めて少ない。固定試験地における

冠雪害の発生状況の調査結果は，過去の成長状況や施

業と関連づけて検討することができることから，単な

る現状把握にとどまらず，冠雪害の対策を検討する際

の貴重な情報になる。

そこで，本報告では今回の冠雪害の発生原因を解明

することを目的として，植栽密度の異なる試験区で被

害状況と林分構造を比較した。

H 調査地と方法

1 回調査地

調査は，下呂実験林(益田郡下呂町小川地内，年平

均気視13.30C，年平均降水量2，凶Omm) の中のスギ本

数管理比較実験林の挿し木林 C'ii'r積 イ" ;ノロスギ，

植栽年 1965年，標高約500皿)に設定されている

植栽栴度の異なる試験区で行った。

今回検討対象とした試験区は， 2000本 /ha植栽区

(398 rrl，以下20∞木区)， 3000本/ha植栽医 (402rrl ，

以下3000本区)， 6000本/ha植M<区 (285 ，，:1，以下6000

本区)とした。

各試験区は，ほほ同一標高にあり， 2000本区と 3000

本区が隣接して， 6000本区が両試験区から北両方向に

約100m離れて設定されている。傾斜は36~38' ，斜

面方位は北東であった。

間伐は， 1981年秋と 1987/1988年冬に6000本区で，

1992/1993年冬に全試験区で実服された。枝打ちは，

198C年秋~冬に全試験区で実施された。

2. 気象調査

今回の冠雪害の誘引となった2日 02年 I 月 2 日 ~9 日

の降水量，気温，風速について，現地より南東へ約 5

kmに位置する下呂町宮地(標高 420m) の地域気象

観測資料(気象庁， 2∞2) で調査した。

3. 林分調査

2002年 5 月 ~9 月に，各試験区の全個体について，

胸高直径，樹高，生枝下高，被害状況を調査し，樹冠

長率を次式により算出した。

樹冠長率~ (樹高一生枝下高) /樹高

胸高直径は直径巻尺で測定した。樹高 . tt:.枝下高は，

健全木については測高器(ハグレフ製 VERTExm) 

で，被害木については測高ポーノレを樹幹に沿わせて測

定するか，伐採して直嬢測定した。被害状況は，健全，

幹折れ，幹曲がり，根返りに区分した(石川ら， 1987)。

梢端折れは幹折れに含めた。

皿結果

1.気象状況

2002年 1 月 2 円 ~9 日の気象状況を図ー 1 に示した。

この闘の降水を無降水時間と気混で大きく 4 区分し

た。 l 回目は 2 日午前から 3 日深夜の降水で，このと

きの気淵は 5 ~ 0 oc，降水量は 26mmであった。 2 回

目は 4 日午後から 5 日夕方の降水で，気持品は ooc前後，

降水量は12mmであった。 3 回目は 7 日深夜の降水で，

気温は 1 ~ 2 0C，降水量は 8 mmであった。 4 回目は 8

日の夕方から日日朝の降水で，気温は← 3 ~.2 oC，降

水量は14mmであった。また， 41到の全降水量は60mm ，

降水l時の平均風速は0.4m/秒， 1 11寺間当たりの平均風

速の最大値は 3 m/秒であった。
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2. 事本分状況

各試験反の;古木被盟主の然移を図… 2 fこ~した。

総数本;委主は E 総00 本:s:が 2035 ;;1;: /ha ， 3000本区が

3283本/ha， 告号号告ヌドじまが6842A!託/haであった。 2002年 i

R の点本望号皮 f;l， 2000二本主主が 1457本Iha， 3000本長三が

27総本Iha， 60柱。本院が2561本Ihal"あったo JL木空白日芝

ぬ{託下は， 60在号本13:1"大きく. 3000;本じまで小さかった。

各誌式霊長区の臨調高霊主主筆，樹高， it9 i後九 縦覧まま芸家の平

均{産と 1諜理主総務考会表ー uこ示した。各試験況の全{関係

が林冠を織成する土産雲水であった。

王手!~JJ淘高話愛媛は16.8~22.号機， 平均総IT.三主主主将 iま 0.30

~0.4 1 で， 20告詰;;1;:区が3時00本i玄および6000オ京区よ号大

きかった。形状上七ø平均僚はき号~1O替で， 2000本13:が

泌総本区および長000本区よち小さか勺た。

平均緩言語以17.3~1註.4冊で，これを紋Jî!.県のスギ地

位gIJJ:J潟樹高員長委託縫線(岐阜喜美卒事政部. 19終〉にあて

はめて地絞殺を縫)Èすると， 2000波長まと 6000本区が総

ilLk，是 3 で， 3000;;事 i友会話地位級 4 きあった。各ぷ遅発i友は

支え主条件が院jーになるように1í\'燃して義î!J1愛されたが，

3000本!浅は試験じ志向に緩い問地五50)言葉百?を食んでおり，

その影響から地伎が低かったと捻泌される@

~試験さまの平均樹花道と '!T7主総!il'を蚊 i尊重誌のスギ線分

密度ミ奪還図(峻王手緑林政部1 ， 199むと lt車交すると，

300喜本|まと 6000;本じまは最多機ntより rr求者炉支が高くき

2000本隊法 j夜景上ヒ委主号、容であった。

事000 r →一一一一一→ー……→下士--ニニ二二二三司

1 _ 1-一塁側0;;1;:区 :1
立 I .._戸時一・ I --. -I 
木古慨 r ¥ ト企 3000本的

苦言 ト ムトト 600号本制
緩 4000 -唱.一…ー…ー~I
"、..................企. .. 
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至宝霊童{連事)

国一 2 各試告書阪の立米議llI:推移

主義- 1 1式験豊互の税分状況

続験匡 曹鹿 鞠高型車謹 樹高 霊多読比 綴重苦長率

i杢ぷ後i (cm) (m) 

2000::;容器1 1457 22.0玄3ÆHl 19A:!:l 花開土10 ，2 O .4~こ乞0.06

3000;:;象臨 2786 16,8:t3.16 17，3ニ.tLß4 105土 13.3 0.34 土 0.10

6000本塁i 25tH 17.6全 ;un 13.3 ニ1:1.39 106受 1 1.4 0.30 念u.o7

韓高臨様、樹高、務多数土色‘樹抱張感詰左手均値x権準轟護費五す。
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2000本区

3000本区

6000本区

Pぺ」
14 16 18 20 22 

胸高直径:(cm)

100 

各試験区の被害状況

-i25L4町i担i
50 

頻度(同)

図 3

。

? 

12 

各試験区の胸高直径階分布図-4

3. 被害の概況

各試験区の被害状況を圏 3 に示した。 3000本区と

6000本区では，被害率が34~40%であった。これに対

[，， 2000本区では，被害率が0%であった。被害形態は，

3000本区では幹曲がりが多く. 6000本区では根返りが

多かった。
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胸高直径階別被害形態頻度分布

百

斜
面

下
φ
l
l
l

上

3000本区

-
・
閉

.
幽

• 

14 16 18 20 

胸高直径(om)

12 

図 5

頻 75

度
~ 50 
% 
~ 25 

。

4. 林分構造と被害木の特徴

(1 ) 胸高直径

各試験区の!胸高直径階分布を図-4 に示した。 2000

本区の各階層の個体数は. I1旬高直径階が大きくなるに

したがって多くなる傾向にあり，最大階層の22cm以上

で最も個体数が多かった。 3000本区の各階層の個体数

は14~20cmで. 6000本区の各階層の個体数は 16~20明

で多かった。 3000本区および6000本区におげる被害木

のllíi!i高直径は健全木より小さし両者の違いは有意で

あった (U検定• P<O.ol) 。

3000本区と 600日本区を合わせた胸高直径階別の被害

形態頻度分布を図 5 に示した。全被害形態を合わせ

た頻度は. 18cm より小さい階層で44~69%と高かった。

幹折れは胸高直径が12~22叩でみられ. 12~18cm で頻

度が高かった。幹曲がりと根返りは胸高直径が20cm未

満でみられ. 18四未満で頻度が高かった。

被害が発生した3000木区と6000本区の立木配置を図

6 に示した。被害は胸高直径18叩未満の個体が集中す

る部分に発生した。また，胸高直径18叩以上の個体が

多い部分では胸高直従18叩未満の個体でも被害を受け

て L、なかっ fこ。

6000本区

0 健全(胸高直径 !8cm以上}
0: 11 ( 11 未瀦)
・被害(胸高直後18cm以上)

・ 11 ( 11 未瀦)

初00本区と6000本区の立木配置

。

図-6

¥ (2) 樹高

各試験区の樹高|培分布を図 7 に示した。 20C 日本区

の各階層の個体数は，樹高が大きくなるにしたがって

多くなる傾向にあり，長大階層の20m以上で最も個体

数が多かった。 3000本区および6000本区では18~19m

の階層の個体数が多かった。 3000本区および6000本区

における被害木の樹高は健全木より小さく，両者の違
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押
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院

本側

吋:「二日
~ 0 f.-..ト竺明性i二出

樹首(m)

1 語。

蓄量 75 

哲E
~ 50 
鴇

~ 25 

告

15 16 17 18 19 20 

樹潟(m)

凶-8 綴喜聖母若草'J被号室形態苦議選霊分布告

いは有3設であった (υ検定 P<ご仕 01)。

3000本墜と 6000本怪奇会わせた総言語j稜烈の被害等形態

言譲渡分布を隠 さに示したω 全被議j彩!綴を合わせた頻

度 i丸 18悶よそ) Iわさい階騒で50-59% と衡かった。ど

の被害警影後も樹i鶏18m未満で!磁波が高かった。

(3) 形状比

4"t霊式聖書ままの形状比隣分おを I暫 -9 にえ詳した。 jf;状上七

階分織のそード iま， 20鈴本じまが80~gO， 3告。日本zがき5

-100, 60002ド区が100-110で為った。植総君臨疫が商

いと r~j交え際分布のモードが高くなる傾向にあった0

2000詩文阪では形状比120以上の， 3000主主区および6000

本区では形状土色 B071と満の個体がなかった。総合O*~まお

よび60総本区ではl!J(宅建五区øj彰状比は健全*よち高く，

íi1通獲の主主いは有意であった (Uj食主主 P<二0 ， 01)。

30仰木区とお守鈴木ß笹合わせたJfHえ」土階Ht'乃被宅事形

態!凶器室長子おを図 101こ示した。全被惨i誤慾を合わせた

終度以， 110-130の際主語、て65% と高かった。各主主主普賢3

幾の頻店主 iま，奴巡りが形状上UOOH上で，事宇識がちと

斡折れがjf:'jえJ:tllO-I30 でおかった。

個!
邸調日本隠体25ι~

数ヒゴ工ユ…

欄相手:ιKL

100 

綴 75

!ii 
~ 50 
% 

~ 25 

。

90 1号o 110 120 130 

形状比

E謹… 10 形状J:t除~IJ被害整形態純度分お

(4) 樹冠長E巨

各試験じまのお空室主義事Iq吉分総長級 111こがした。総統

J量感際会子平誌のそードは金 2級自白本長去が 0 .4-0， 5. 3000~ド

じまが号 2-むん防OO~ド院が0 ，2-在3マあった。綴教室苦

f支~ま洋諸いと綴支ま主義)$\階分織のモードがイほくなる空襲i苅に

あった。 30言。*じまおよび60むO:;r区における被警*，ま

0.4以上の時守層』こ少なかった。 U検定必需議終， 健会フド

と被害木の封建査室長率 l立 3000本ßでは有意に主要えより (p 

く0 ，01)， 6000スドEまで』主主義ならなかっ

30容9オ交際と 6C 日以主委主の樹先送長率階建IJの被害形態員長波

分布告白喜一 12. 131こぶした。総合台本区のさま被害JT~毒事を

合わせた委震度は， I封賀支主義記事会支fほいと i寝い後伐にあり，

な3よち低い険j畿で67-76% と言語かった。 3000本長主必

幹事tれと線差益ちおよび600以￡阪の緩巡りの各総綴ø頻

度は，審議後長率がiほいと蕊い綴向にあった。

(島} 林分老議選主(f)宇IJ )J IJ分析

胸主主痘主主，義詰潟，形状.1:1;，叡?ほ災犠について， それ

ぞれの緩密警の党I，~， iご立すする彩響出火きさ告比校する

ため， *Im日分総長行った。しかし.各担!日引聞の事告後jが
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高かったため，どの緩む騒が冠雪饗iこ大きく影響するか

わj措さできはかった。

時十tLL
吋:」hよ!間
臨む本区 i:;FJ1

陸自一 11 茜紙験~の縦覧霊長率帯分布

10合

重量 75 

Eま
~ 50 
% 
> 定自

。

0.2 03 0.4 0.5 0.6 

樹冠長率

間一 12 樹冠長率階~'J被害影重量級E草分布
(3閃O本震)

10邑

[劇

菱重 75 

度
~ 50 
拍

~ 25 

。

0.3 0.4 

櫛E霊長率

長道一 13 樹総長率階Z'J被害形態鈴~分布
(6000本分)

W 考察

1.滋襲警を発生させた降想

露支fE (1951)は 1-1 'c の時 ìi闘機 ø代りにき雲J:r
ができるとしている。 1@] ê!. 21刻 41百J Eiの i降水
吟のき誌溢はそれ以下であった。また， この l時下呂町よ
り書道媛なき支阜市ID天緩 iま警護守あゥ t: (気象 2日 02) 。
したがって， どれちの降水滋警察であったと考える。そ

れに対して. 3@] !3の降水雲寺のき忍綴i三 1-2'(であり，

この時下呂詞I よち寒寒冷な語道 ÙJfもでは総会三怒っていた

(気象庁. 2002)。 したがって， 3 [弱怠の害義母くは雲言でるっ

た可能性が商い。

渡辺・大関 (1981) ，丸究室雪の発達しやすい条件を，

風速が 3 m/l'.Þ以下， 芦託説話純陸査が-3-3 'C， 葬年号寄書震が

30-40αn (際水禁読者話事事で20-30剛)以J としている。

またー i誕祭は，総長説，主主降雪時の気温が0 .4-2.0'C I江

主撃すれば， 貯金f蓄量的多少にかかわらず大部分が 3 時間
以内に滋下するとされている(高橋， 1952)。

1 さと 2 鐙I Elの降警は，その践的無降水時間が13
E寺院選あったも必 ID. そのま寺の気温が札4でより長まかっ

たことかち，累積して冠雪したと絞首mð れる。 ζ の 2

闘の際水棄の合計は 38鐙"で， これは渡辺・大関

(1 981)の冠雪の発達しやすい条冷に主主殺した。 H万

Eiの降笥は，降水量が14酬で 1 絞11ヨと 2 級協の会長?

と比較して少なかった。

以上のことから，今凶の貧道警察擦は.l[設mの終雪に
よる冠雪lこ 2 回目の降裁が加わりぎを致した湾総牲が高

いと考えると

2. 冠雪警の発生した株分

今@の雲寺号誉主警は， 絞殺のぎt:*聖堂伎が綴めて高い3000

本区と 6000本長まで孝君主主し，義主主警は集中する傾向が強かっ

た。主主務木泣き議i議後主義母〉小さい.き討E主の{低い，形状比

の高い，縦覧室災選手話ヨ縫い喜重体会ま多かった。~方の 2000

本区にも令 3告4鴻キ:[渓と 6000本原で被害発生め多かった

形燃の似体(l陶納長支後では1昌明1未満，者選おでは18照

j簡， 16状上hで IHOO以上，樹冠;長率では0.4素言語〉がみ

られたが，それらは被省を受けなかったの

このま奈は林:分とし亡の主主雪害祇抗性の迷いによるも

のであると考える。 3000本区と 6000本阪をはミ認否定だけ

でなく幾重ミから立木密度が高い状態で絞殺し t 議たた

めに. 11語辞宅鐙径が大きく z 形1え比の低い倒体がJj)l，l かっ

た。長さに盆総務醤径が小さい{総体 l土本建立が移く， それ

らは象やして分布していた。 ζ のことにより.林;分会

{ぷ必至ま雪害抵抗1宅金支悠子して，波警察が安在住したものと

待望美する。これにま守し 2000本 i設ぎは;設公から立木i主i

g芝がJ忌く保たれてきたために， こおような小主張本の集

。
，
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中がなく，被毛撃が回避事れたと後初jされる。 Lたがっ

て，主主後ミ警により 5患い事事長?を形成するためには， 1議後

宅事長災自在して交木繁Ill:を低く事長ヮ之、授があると考えるの

3. 紫雲豪華害対策

鮫伐l立i胸高;室主主争大きくし彩状ltを下げる(佐藤，

1971) ことから，鋭意雪之警対策 iこは不可欠な作楽である。

しかし，石川ら(1吉87) は事 1通?詩な林分 iこ!滋{えをl'í!íす

と，間{え後しばらくは;Jil l之いの支えを失うとともに凝

~たちも奇襲くなって。かえって危険ながt擦になると紛

;請している。また，粉IJ] (198品〉は，者封査室{潟奇の大き

い ff自体iこ冠雪ミ警の発生命が多い傾向喪主まめている2 した

がって， JL木密造まが高い林分においては， r議後む方主去

をd謀議 iこ検討する必泌がるる。つまちを弱&の2主妓主導

伐を綴号返し災施して，主主存木は総高飽綴が大 iきく形

tr.:lもが小さし絞j鎚偏苦告が小さい側(本を主義主主する必撃さ

があると考える。

V 事韓 首事

"'1定試験織の暴言{共，造成，豪華持管線建宇多畿にわたち

ご協力いただいている下呂財民意奴iこ，民事く御幸!取しょ

げる。

固定総選議滋のま生)Ëおよび意義持管餓は， j渡島Ig設林業主ま

-26 

験場，絞殺!畏杯淡センタペ岐阜長謀総斡科学研父言語め

総長率緩員が然主主したの各位 4こ j議謝する。
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資料

岐阜l県内民有棒 iこおけるマツタケ発生適地面積の推定

水害事事詩人

キーワド}ド:マツタケ，発生長泌総，毒薬事本塁審， アカマツ， クロマツ

I はじめに

マツタケは日本を代表するさ量滋キノコで，秋の事長党

の三巨者として多くの人々に移譲さきれてきた。しかし，

マツヂケの園内発生重量は1960年代以務主義少した(きの

こ年鑑編集部. 2002)。このため， マツタヶ;こ喜善する

研究が国や県の研究機関をのJ心iこして活発に行われて

きた。その章表巣，マツタケ昨絞り減少はマツ祢@放

震による林内活費i議の事変化がl政閃であること7'カマツ

'4J級事末pqの草署滋改薬事告接寄ることによりマツタケが埼震

できることくj3JJ正義・小JII. 1979) が明らかとなり. こ

れらの主主祭は子学多量 v ニみアノレとしてまとめられた〈ぷ

都府綴祭主主義金持議， 1容器専;マツタケ研究懇話会. 1983; 

小)1 1 ， 1哲78 ;ノト)11 • t芦草案， 198号入

1J. 絞王手際はかつては全滋でも有数のマツタケ震設

地であったが，迂iれま滋伐の発生三重めま最穆と i待機 iニ激

減している。平成13年の7 ツタケ生主主蚤は73昔kg (竜支

持隊長選林水旅先週林業振興室， 2002) で 40 年護者(/)

92.21説明(岐阜県林務部・岐阜書芸品j絡協会を i設66) I之

上ヒ絞すると 0.8%にまで落ち込んでいる。絞殺以内で

は1980年代以降マツ林内のド層継絞めも宝寺紛りや士i主主誌

の後き双こ L などによる草苦境改擦が~Jj自で行われてい

る。線級対象事業による潔i島改宗務官副総 li ， 1岐阜繰E塁線

y主主主均株業家爽室資料によると 270haを紛えている。

しか l，マツタケ発生援の減少に品輸11こめがiFlJかないの

がlJii状でるる。主主主主主畿の農薬少が ζ のまま推移すれば，

近い将来岐阜媛からマツタケが後を約すことも危慢さ

れ，県としてもその対策安緩急に主主められているとこ

ろである。マ y タうの域安震を綴るたるめ対策は，現存

するマツ林を対象とするi議会は曇これまでと潟綴に緑

内の潔検改善事がつ肉効なぞpfiをと考えるれる。しかし，マ

Y タケの発伎に滅したアカマツ林が妓阜県内のどこに

どれだけあるのかなどの情報が乏しいのが現状である。

そこを，ここを: I土議集林簿のデータを担、にして! 1]虫学級

の災従事本におけるマツタケ発生適地の面核を推定したの

立 書存続方法

解析に使F1l lt，ニデータ i立，敏正私家の2001年j援森喜京襲撃

から得た民有林のアカマツおよびクロマツ林であるω

締出したアカマツおよびヲロマツ林は，半IJ定劉予を争事

録，土主義建!!，泌総としてマツずウの発生適地〈土普撲で立

総長援を会む).孝君主長4'漉地に区分した。森林罪事のデー

タは，上主義叙が 5 分の I ，地質が B 万分の 1<:~紛

のi塩議議以20万分立) 1 0う民華麗をもとに小班ごとに{肉が人

3うされている窃

1. 7 均マツおよびヲ E マツ核(])総出

マツタサは三院にアカマツ祢;こ李主主主し，その偽ク口マ

ツ，ツガ，コメツガ，ハイマツ，アカエゾマツ a ヒメ

コ?ツ林にも発生する{今関・求事事. 1詩'87 ;マツタケ

wl究懇話会， 1983)。これらのうち， 遅発事本議事オ?長まうをさ

れる樹慈は， アカマツ，“クロマツ，その ft主主十議綴(/)3

緩類で予?白出対象はマツタケの費老後が;yいと考えられ

るア克マツおよびクロマツの自輸I~識とした。 1市 l じした

ま義データは 186 ， 572 /J、攻守れ 1 小IÐ:の断綴はsp.均白 46

ha，主主大51 詰4haである。なお， j出崩した材、は上層下

層や天然林人工会事本的長延長}があるが， これらの区分は無

視した。また， î実践し?と幼;はマツノザイセンチュウ病

によるマツ宇されを主総会語紙華撃に主主政されていない。従っ

て，岐阜!泉北部を除いた主主主義ではマツ姶れまi主を含んで

いる可憐伎がある。

2.γツタケ苦在住適地の判定因子

マツタヶ 'ft L主瀦i地は，判定因子として総量諸，土器奪還f，

機号室笹本字型政，本数密皮，腐植の堆積， キノコ紛争総務

がぶされている(伊藤・岩瀬. 1998; 主主都府事宇多量総喜義

務， 1秘話。，マツタ'T研究懇話会. 1983; ぷ堅手!殺事本淡総

会々ンター， 1告書0; 小)11，日7呂，小川・{型機， 1昔お9 ; 

E宮本i ， 2容00) ， こ乙では， これらのうち菜採林害事付x分

ぞきる林露ゑ土壌室生 i強震の 3 臣室子から記長… i のとお

り， マツ空ケの発生長草土産〈土葬E菱沼J官llitl!告 @;Ù) ， 不適

地とした。なお，そのま員絡は以下のとおりである。
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署員一 1 マツ9ケ発生量富士出場不滅士盛期lの若草鉢簿喜聖子部隊分

<';1 9ケ由
マツ林齢 土 t甚 裂 地 雪量

適地区分

発生量車線 1-70年
1主主題岩{中!Èf-t) , :1主主義務{古生代n 筏語道援岩 l流紋君主手総務，

BA, BB, Er, 哲義務(中・古主主f\:;) , チャート居砂岩 (tド・官官生代)，

1 m, R iIE髄老母(中生代〉， i胞質岩{会主主代)， メランジ， 片耳草寺弘
機民主可能主盟 1-35毒事 大雨主主火山岩類

Bc，昌弘日。 (d) ， Bε 
米問幸吉域機事拡善寺j善戦凝灰角聖堂務{祭主耳紀)

B f.詰~， B 量 0，詰 Q E 
まE山岩懇{繁華重紀)， 凝灰1理署警表〈第三五総)， 降j;緩;欝(第三紀)，

発生不量翼線 71年以Jニ
PDII , PDIII, PW, G, 

'Í<山i務〈第三事日〉。 玄武器， 警護・粘土〈幾三三紀)，凝灰聖堂砂岩淀者三

P t 
主主主主務，結晶片務総石灰岩， *軍緑凝灰務〈合主主代)，

玄武器苦火山砕石造(中主主代〉，玄主主総火山砕15務(合主主代" 閃緑宕

;主)議事本告書!こ区分される土壌童話0) 82 F, PDI, V, Yおよび担金質0)花縁結(第三事G) ， 安山岩(中主主代〉。 謀長官主演岩砂岩a 議レイ
岩にiまアカマツおよび，，，マツ林が存在し幸いため除外した。

111 核言語

マツタケのシロがffa主主する時期は，アカマ Y の持堅議場

15~20'ドマ， シロ金支鉱大してマツタケが大室誌に発生す

る i侍黙が3荘~35年， 40絡を送ぎると新たにシ口はでき

なくなち， 60-80年でF湾総する u芦屋義・岩瀬. 1998)。

このため，マツタケの増巨訟を綴るためには15-35王手投

0) アカマツ林を対象l己潔持者設立勢することがき重要である

(小J I\ . {j!綴. 1989)。表-1 で 1;(，マツタケのシ口が

r謀総する林健簡を70匁までとして"?ツタウの算定ヨミ途織

を林紛が 1~均等，発生ヨド議滋を71年以上 c した。ま

た. *不要義3&年以下は施3撃によりマツタケの機産が9i\込

まれるため，土器互主正審議長捻として線区分した。なお， 務審

;進改善によちマツタケの増産会まぬpみまれる寺本義告は岩手

帳条約泉町の毒事約から 50主将主以下とする殺さき〈潟村，

2000) もあるが， ここでは小Jl I ・ィタ総(1989) の符え

に基づいた。

(2) 土器産盟副

マツタケめ言霊長在適地は，やせた乾燥気味の砂や襲撃が

まじった土畿で，山01重喜iや主義恨筋君主うる〈伊藤・波

尊重， 1号98 ;マツテケ長野交懇話会. 1告83 ;小)11. 1す'78 ; 

IJ、)1 1 ・ f封勝， 198き， Y町村. 2∞0)0 このととから， マ

ツタケの発生主義地は森林襲撃におけるこu車選22善意実需のう

ち.幾分が少なし李主総しやすい詰 A. B 詰， Er. 1 m, 

R~型とした。その{誌はマツタケ事芝生不適地とした。

131 泌総

マツタケの発生。適地lま隊ヤl 器提主教で， (IJ位一-1議室益性

者地綴;(主主重さない(伊藤・談議li. 1998; マツタケ餅火

懇512会， 1 日 83 ;小J iI・伊議. 1世89 ;吉村. 2000)。 車譲

事本語審のt出 E窓際分 iま35発議室岡でー 主義不透地の区分けが'J'IJ験

しにくいものもるったe とこでは際l'ì:Jニ2 マツタケ発

主主適地を流陶岩〈中'1: j 'l;), 110総務(古生代)， 1E言語鐙

ギt，言~紋主ぎ， "f lil<層， f家主交じゃ・白Lj三代入チャート，

砂絞〈ヰ1 ・，'，',t, i'~) • 短資総(中生代〉多言臣賞岩(おl.t:

ft), メランジ， れ務総， 大障す5も火 w寺誉主自の 13養護委譲と

した。その{患の泌総はマツタケ発生不え霊殿とした。

盗 事古泉と考察

段ザヨ主語有林のアカマツおよびクロマツ本幸福積，およ

びマツタケ発生可舎を機才能定商事還を子医盟J村別 lにまとみうて

-2 に議した。

1.アカマツおよび合口マツ林の葱緩

森林綴から主!IIむしたアカマツおよびクロマツ事実的闘

機は62.銭lhaで， 匹議内主立有税〈の札4%を主総た。 tfn t却

した事本の:m経費が1 ，OOOhaJ誌上 lま 22耳1鰐;おf で， これ込の

多くは岐阜段i総務および主主護軍 iこそ立笠していた。

北部や主張緩には術者誌の少ない市町村が多し特に最長裂

選霊雪言震が1. 5肌以上())波紋 u民感!絵本本語支部. 1981) を

く含む久講義付，議機付 a 板!今村2 根尾村，:11…J 11ド'1.

白川村，言言台付. ;gJl IIせは，立木地の話語審査に対するア

カマツおよびヲロマツ終の世話綴が1 告対米満と極めて

i低かった。

2. マツタケの発生i書士患の推定臨機

マツタケ白'ffi~ねこ適すると後退乏した問後は1な538ha

で，践的oアカマツおよびタ n マツ面畿の16.7%であっ

た。 3主主主滋地の亙著書が緩も多いのは絞主主れの 910haで

あった。以…に 潟市 5車線司~，主義主主計， 白Jl I鵬J. 二七岐

m, ~宅設11Ul文子↑主 七宗町会三菱主き， これらは300ha J.'J上

でおる。…グ']， 2 halこ終たない市町村 iま J 11 島1I1J.議長

綴村，阪内村，糸線:語;i，在主!隊キせ， iltJII村，例会対で，
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これら iまもともとアカマツおよびクロマツ林が少ない

ま1主主義でお勺すこ。マツタケの祭主主主覇地面積 10 ，538haのう

ち，持雪遊待機滋とし1:*本語告35年以下の;面積はわずか

紛争haであっプ。との泌総が最も多いのは岐阜市で74

haであった。以下， 印 11 Ull , 言定員長市.土岐市， ~盛時!IfJ.

高根村が続き，い Fれも 30ha告縫えていた。

マツタケ発生畿地10 ，538聞のうち，検察湾総土建659

haは新たな :';/P を形買えさせるにとが湾総えま滋訴であ

る。 E高指直!震がi私穫するなど禁議機会主建設化している場合に

は積極的な環境改務吾綴与な;すればならない。 方，

林産量36年以上のマツ称号，87きha!こは，立正 iこ tノ n が形成

してマツタケが発生しているえ懇話丹も多く平手後すると考

えられるが霊 Z完を?菩戒しているシ日的然災後{足すため

の緑内選襲撃撃の維持主主業が必要きである。これらの対綴は，

線内 iこ苦言王子するマツ林に井1Lてマツタケの土器波書。官鳴る

ために必筆書不1'iJ欠である。と乙ろで，今[頑!の解析は大

まかな義文学を総握することが目的で， t桂絞め事議後がど

の事義援芝であるかどうかについては検誕で事でいえよい。

絞殺燃におけるマツノザイセンチュウ窮によるマツ紛

れ被燃は院議，北部を除いて激しいが，今震のま設定jこはマ

ツ枯れ被草野;;1(が潟耐震撃できていない。絞王手i議長室i主将草案綴

j司森林言軍資料によると王手主主総年~平成13年度のマツ紛

れ被さ警災告員総長f 遊説草護法草寺48，鎚 Jhaである c これは， 被

害後;こ草場穫転換が絞られるなどされているため. !話夜

む主主獲量詰号室と ßなすことはできない。しかし，今回の

主0>'言語畿には多くのマツ紛れ検後木が含まれており，

縫金本の言話会は非常に:v'ないと考えられる。岐阜県に

おけるマツ林を)0事者選は年々減少傾向にあり，新たな続

裁がほとんど行われていないこと (1波監~， 2002) , 

天然更新があまり汲んでいないとえ考え告れることかふ

ζ 泊ままでは今後ますますマツ林級事農の主義少および迄

紛化が進むと考えられる。 ζ のようなj径数約炊きまにあ

る払!状を釘破するためにも奄主語ffするマツ事本を対象と

した僚機的な環境改善はもちろんのこと，マヶ林の主主

成，幸寺 {ζ増産が多え鶏々できる若いア舟マツキ主の話会uJ(;

がえ号、季語であると考えちれた。また， マツすみれにぬけな

い;努力主うるマツi*を役立てるえi法の雇車交をゑぐ必要警が
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ある。このためには，マツノザイ1!ンチュウ証主主定数ア

カマツのをき裁も必要き"Nうる。
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